


使いすぎるといろいろ問題が起きてくるよ！！

睡眠（すいみん）不足で

ぼ一 つとする

運動不足で太った

や ・ ・ ・

、 スマホさわって

ヽてね ーんだもん

三

スマホって楽しい。 それって「便利！」「おもしろいな！」と使う人に感じてもら

うため、 スマホを作っている人たちが毎日がんばって、 より便利で楽しいものを作ろ

うとしているからなんだ。 だから、 スマホでゲ ー ムや友だちとのおしゃべりをしてい

るうちに、 ついつい時間を忘れてのめりこんでしまうのは、 当たり前といえば当たり

前なんだよね。

でも、 夢中になりすぎると、 その分寝（ね）る時間や勉強する時間、 友だちと会って

外で遊ぶ時間がなくなるかもしれない。 睡眠（すいみん）不足で授業中にいねむりす

るかもしれない。 それはいい使い方じゃないよね。 おうちの人と相談して、 使い方の

ル ー ルを決めることをオススメするよ！
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保護者の方へ

昔、 子どもの世界は家族や親戚、 学校やクラブ、 塾、 近所の住人など数十人程

度のコミュニティで形成されていました。 しかしインタ ー ネットが普及した現

在、 子ともたちはこれらに加えてオンライン上にもコミュニティを持つことが増

えています。

LINE（ライン）等SNSの登場により、 転校や卒業などで学校が変わっても、 日

常的に連絡を取り合える環境ができました。 学校の友だちを集めたLINEグループ

での会話に、 友だちの友だちが入ってくるなど、 直接会ったことがない人とも知

りあう機会が増えました。 オンラインゲ ー ムを通じて、 年齢や性別を意識するこ

となく、 新たな友だちを作ることもあります。

このように現実の世界では接点のないオンライン上の友人知人の数は、 多い子

だと3桁、 4桁にものほります。 こうなると当然、 親には子ともの交友範囲や状況

を把握しきれません。

加えて、 インタ ー ネット上では本名を名乗る必要も、 本人の顔写真をそのまま

アイコン（プロフィ ー ルに使用する顔写真代わりの画像）にする必要もないた

め、 本当の年齢や性別を判断することができません。 したがって、 大人が作るコ

ミュニティに子ともが紛れこむことも、 子ともが対象であるコミュニティに大人

が紛れこむことも可能です。

例えば、 小学生を装って近づき「今から遊ぼう」と呼び出す大人がいるかもし

れません。 「このブログ面白いよ！」とリンクを差し出し、 サイトを訪問した人

に脅迫めいた手口で料金の振り込みを迫るワンクリック詐欺などがあるかもしれ

ません。

インタ ー ネットを通じて生涯の友だちができることもあります。 ですが、 悪い

大人に出会ってしまう可能性もないとは言えません。 子ともに自衛の意識を持つ

よう促すと同時に、 親もまた日頃から子ともとの対話を増やし、 我が子がどんな

コミュニティにいるのか、 ある程度は把握できるよう心がけたいものです。
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いろんな人に見られてしまうよ。

発言には注意して！

ィンタ ー ネットに出ている文章や写真、 動画などはカンタンにコピ ーできてしま

ぅ。 だから一 度でも出した情報は、 勝手にコピ ー されて広まる可能性もあるんだ。

つながっていない相手だから、 会話のグル ー プに入っていない相手だからといっ

て、 SNS（エスエヌエス）で人の悪口を書いた場合も同じ。 その文章のコピ ー や、 発

言した画面の写真が広まれば、 相手が見てしまうこともあるよ。 書かれた人はきずつ

くし、 書いた人もきっとこまったことになるよね。

ィンタ ー ネットに情報を出す時は、 誰に見られてもこまらないかどうか、 よく考え

て出そう。 まして人の悪口は、 インタ ー ネットに限らず、 現実の世界でもあまり言わ

ないようにね！
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